
在宅介護実態調査　調査項目（案）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇：前回調査項目と同じ、▲：変更した項目、★：新規検討項目

前回の
設問番号

基本
項目

国オプ
ション
項目

市独自
項目

アンケート内容

Ａ票：基本事項について

問01 〇 現在、この調査票にご回答を頂いているのは、どなたですか。

問02 〇 調査の対象者の世帯類型について、ご回答ください。

問11 〇
現時点での、施設等への入所・入居の検討状況について、ご回答くださ
い。

問12 〇 調査の対象者が、現在抱えている傷病について、ご回答ください。

問14 〇
調査の対象者は、現在、（住宅改修、福祉用具貸与・購入以外の）介護保険
サービスを利用していますか。

問15 〇
「２」と回答した方にお伺いします。介護保険サービスを利用していない理
由は何ですか。

問09 〇
現在、調査の対象者が利用している「介護保険サービス以外」の支援・
サービスについて、ご回答ください。

問10 〇
今後の在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービス（現在利用している
が、さらなる充実が必要と感じる支援・サービスを含む）について、ご回
答ください。

問13 〇 調査の対象者は、現在、訪問診療を利用していますか。

問● ★

【国の重点施策2 認知症の人の生活において意思等が尊重されているこ
と 重点施策３ 認知症の人・家族等が他の人々と支え合いながら地域で
安心して暮らすことができることに関連した問】
※認定情報とつないだ後、認知症の方とそれ以外で有意差を検証して分析
家族・友人、地域、暮らし等について、お伺いします。

問● ★

【国の重点施策2 認知症の人の生活において意思等が尊重されているこ
と 重点施策３ 認知症の人・家族等が他の人々と支え合いながら地域で
安心して暮らすことができることに関連した問】
調査対象者の現在の不安は、次のうちどれですか。

問● ▲
認知症の人が住み慣れた地域で暮らしていくためには、どのような地域
住民の協力があると助かると思いますか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【前回からの選択肢修正】

問● ★
【ニーズ調査にも同問あり、介護を必要とする人としない人との比較】
介護が必要になった時の介護サービスの利用と住まいについて、どのよ
うにお考えですか。

問● ★
【スマートフォン等から市の情報を得ているか把握し、情報発信方法や啓
発の方法を検討する】
調査対象者はスマートフォンまたはタブレット端末を持っていますか。

問● ★

【スマートフォン等から市の情報を得ているか把握し、情報発信方法や啓
発の方法を検討する】
「１」と回答した方にお伺いします。調査対象者はスマートフォンやタブレッ
ト端末を主にどのような目的で利用していますか。

自由意見

介護保険制度や保健福祉施策について、またはご自身のことでも自由に
ご記入ください。

問03 〇
調査の対象者は、ご家族やご親族の方からの介護は、週にどのくらいあ
りますか。

Ｂ票：主な介護者の方について

問08 〇
ご家族やご親族の中で、調査の対象者の介護を主な理由として、過去１年
の間に仕事を辞めた方はいますか。

問04 〇 調査の対象者を、主に介護している方は、どなたですか。

問05 〇 調査の対象者を、主に介護している方の性別について、ご回答ください。

問06 〇 調査の対象者を、主に介護している方の年齢について、ご回答ください。

問07 〇 現在、主な介護者の方が行っている介護等について、ご回答ください。

問21 〇
現在の生活を継続していくにあたって、主な介護者の方が不安に感じる
介護等について、ご回答ください。

問17 〇 主な介護者の方の現在の勤務形態について、ご回答ください。

問18 〇
「１」「２」と回答した方にお伺いします。主な介護者の方は、介護をするに
あたって、何か働き方についての調整等をしていますか。

問19 〇
「１」「２」と回答した方にお伺いします。主な介護者の方は、勤め先からど
のような支援があれば、仕事と介護の両立に効果があると思いますか。

問20 〇
「１」「２」と回答した方にお伺いします。主な介護者の方は、今後も働きな
がら介護を続けていけそうですか。
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